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６
０
年
の
国
民
平
和
大
行
進
、
訴
え
続
け
た
核
兵
器
廃
絶
の
声 

国
連
に
届
け
ら
れ
て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
結
実
す
る
！ 

ヒバクシャ国際署名（6月 31日現在）   

４４万６０９４筆 

右主催者あいさつの杉本和さん（新婦人府本部長） 

市民生協からタオル贈呈 

左：ライダ・ムーサさん 右：南友佳子さん 

60年の国民平和大行進を振り返って 

核兵器禁止条約関連自治体決議 

□3月 23日泉佐野市議会 可決 

「核兵器廃絶に向けて核兵器禁止条

約の署名等の具体的取組を求める

意見書」 

□6月 28日和泉市議会 

「核兵器のない世界を求める意

見書」【全会一致】 

□6月 28日富田林市議会 

 「核兵器禁止条約の日本政府の署名

と批准を求める意見書【賛成多数】 

 

                                            

記
念
す
べ
き
６
０
回
目

の
国
民
平
和
大
行
進

の
リ
レ
ー
旗
が
６
月

３
０
日
に
奈
良
県
の

代
表
者
か
ら
大
阪

府
側
に
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。 

 

２
０
１
８
年
国

民
平
和
大
行
進
大

阪
実
行
委
員
会

を
代
表
し
て
、

新
婦
人
大
阪
府

本
部
会
長
の
杉

本
和
さ
ん
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

柏
原
市
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が 
 

 

  

 

紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
多
忙
な
中
駆

け
付
け
て
い
た
だ
い
た
日
本
共
産

党
辰
巳
孝
太
郎
参
議
院
議
員
よ
り
、

国
会
報
告
と
安
倍
外
交
の
外
交
力

の
な
い
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

核
兵
器
禁
止
条
約
を
調
印
で
き
る

非
核
の
政
府
を
つ
く
る
決
意
を
連

帯
の
挨
拶
で
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
大
阪
い
ず
み
市
民
生
協
か
ら
連

帯
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
通
し
行

進
者
に
「
平
和
行
進
タ
オ
ル
」
の

贈
呈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
か
ら
広
島
に
歩
く
通
し
行
進

者
、
南
友
佳
子
さ
ん（
京
都
平
和
）、

ラ
イ
ダ
・
ム
ー
サ
さ
ん
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
）
の
お
二
人
か
ら
５
月
東
京

夢
の
島
か
ら
の
２
ケ
月
に
及
ぶ
貴

重
な
経
験
を
報
告
、
一
緒
に
歩
く

こ
と
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪

府
内
の
通
し
行
進
者
の
紹
介
の
あ

と
、
約
３
０
０
人
の
皆
さ
ん
の
参

加
で
出
発
集
会
を
終
了
後
、
約
２

６
０
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
八
尾

市
役
所
、
続
い

て
東
大
阪
市
役

所
を
目
指
し
て

行
進
を
し
ま
し

た
。 

 

６
０
年
の
歴
史
の
中
の
国
民
平
和 

大
行
進
と
大
阪
に
つ
い
て
２
回
に 

わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。 

右
の
記
事
で
通
し
行
進
者
の
方
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
大
阪
原
水
協

が
推
薦
し
て
通
し
行
進
者
と
し
て

全
国
を
歩
る
か
れ
た
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
。
１
９
９
４

年
東
京
―
広
島
コ
ー

ス
の
通
し
行
進
者
に

中
谷
恒
男
さ
ん
（
元

大
阪
統
一
労
組
懇
代

表
）
と
橋
本
光
栄
さ

ん
（
大
阪
原
水
協
副

理
事
長
）
の
二
人
で

す
。
そ
の
時
か
ら
府

内
通
し
行
進
者
も
一

緒
に
全
行
程
を
歩
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
新
宮

良
正
大
阪
原
水
協
理

事
長
が
全
行
程
を
歩
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
時
、
４
名
の
方
が

名
乗
り
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
９
５
年
に
北
尾
達
夫
さ

ん
、
石
飛
征
人
さ
ん
、
２
０
０
２

年
に
は
前
川
史
郎
さ
ん
（
現
日
本

原
水
協
事
務
局
員
）
堺
市
職
を
定

年
後
、
全
国
を
歩
き
続
け
て
い
る

浅
田
健
司
さ
ん
、北
川
恒
雄
さ
ん
、

堺
教
組
の
田
中
薫
さ
ん
で
す
。
ま

た
、
市
民
平
和
行
進
と
し
て
い
ず

み
市
民
生
協
か
ら
菅
義
人
さ
ん

（
現
大
阪
労
連
事
務
局
長
）
毎
年

行
わ
れ
る
国
民
平
和
行
進
の
歴
史

の
中
に
す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
た

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
心
身
と
も
に

大
変
な
ご
苦
労
を
核
兵
器
な
く
せ
、

被
爆
者
を
二
度
と
つ
く
ら
な
い
の

熱
い
思
い
で
歩
か
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
６
０
周
年
の
記
念
の
行

進
を
通
し
て
先

輩
諸
氏
の
想
い

を
改
め
て
心
に

刻
み
た
い
と
思

い
ま
す
。（
雅
） 
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核兵器禁止条約成立１周年記念ピース・ウェーブ 

国民平和大行進、府下に核兵器ＮＯ！の声を届ける 

2002年通し行進者として活躍した前川史郎さん 
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 歴
史
的
な
米
朝
首
脳
会
談
を
心
か
ら
歓
迎
す
る 

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
平
和
体
制
の
構
築
へ
合
意
の
実
行
を 

 

談 歴史的な米朝首脳会談を心から歓迎する                               

話 朝鮮半島の非核化と平和体制の構築へ合意の実行を 

1、6月 12日、シンガポールで米国のドナルド・トランプ大統領と朝鮮民

主主義人民共和国（北朝鮮）の金正恩国務委員長による米朝首脳会談が歴

史上初めて行われ、両首脳は共同合意文に署名した。 

「合意文」は、米朝両国がこれまでの敵対的関係ではなく、「平和と繁栄

のための両国民の要望に基づき、新しい米朝関係を構築する」こと、「朝

鮮半島における持続的で安定した平和体制を構築する」こと、「朝鮮半島

の完全な非核化のために努力すること」など 4つの項目からなっている。 

 日本原水協はこれまで一貫して、平和的手段による問題解決を主張し、

また、朝鮮半島の非核化は、北東アジア地域の平和体制の構築を一体的・

包括的に進めるべきことを提起してきた。両者が、こうした点に立って、

「両国間の数十年におよぶ緊張と敵対関係を越え、新しい未来を開く」こ

とを決意し、「共同合意文の項目を完全に、そして迅速に履行することを

約束」していることを心から歓迎する。 

 我々は、両国が、速やかに「合意」を具体化し、誠実に履行することを

強く求める。 

1、今回の歴史的な首脳会談を通じて、対話による問題の平和的解決こそが、

真に問題の解決に通じる手段であることが改めて示された。「話し合いは

時間の無駄」、「最大限の圧力を」という、日本政府の力ずくの対応の危

険性と破たんは明らかである。 

 政府は、「日朝平壌宣言」などこれまでの合意に基づき、朝鮮半島の平

和と非核化、日朝関係の正常化のために誠実に努力するとともに、唯一の

被爆国として、アジアのこの地域でも核兵器のない世界の流れを強めるよ

う力を尽くすべきである。 

1、4月の南北首脳会談と今回の米朝首脳会談によって開始された、朝鮮半

島の非核化と北東アジアの平和体制の構築、平和のプロセスを実らせるた

めには、関係各国と国際社会の協調、なによりも核兵器のない世界を求め

る世界諸国民の世論と運動が重要である。日本原水協は唯一の被爆国の運

動として、目前にせまった原水爆禁止 2018年世界大会の成功をはじめ、世

論と運動の前進に全力を尽くすものである。 

2018年 6月 13日    

原水爆禁止日本協議会事務局長 安井正和 

                

     
 
 
 
 

 

           

 

核
兵
器
を
明
文
上
も
違
法
化
し 

た
核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立
し
て

１
年
を
迎
え
る
２
０
１
８
年
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
が
１
カ
月
後
に

開
催
さ
れ
ま
す
。 

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
の
新

た
な
展
望
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
な
世
界
大

会
に
参
加
し
、
日
本
と
世
界
の
反

核
平
和
運
動
、
国
連
や
諸
国
政
府

の
代
表
と
と
も
ど
も
、
こ
れ
か
ら

の
展
望
を
交
流
し
ま
し
ょ
う
。 

 

世
界
大
会
国
際
会
議
は
、
８
月

２
日
か
ら
、
広
島
大
会
は
４
日
か

ら
６
日
ま
で
で
す
。
大
阪
の
派
遣

目
標
は
５
０
０
人
で
す
。
地
域
・ 

 

職
場
・
学
園
を
基
礎
に
代
表
参
加

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
新
婦
人
】
若
い
婦
人
を
中
心
に

派
遣
を
組
織
。
府
本
部
か
ら
参
加 

 
 

 
 

費
の
補
助
を
出
す
予
定
で
す
。 

 
 

【
寝
屋
川
原
水
協
】
６
月
末

に 

２
名
の
参
加
登
録
を
終
え

て 
い
ま
す
。
被
爆
者
の
方
も

６ 

６
日
の
一
日
参
加
を
登
録 

さ
れ 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

【
け
い
は
ん
医
療
生
協
】 

 
 
 

職
員
と
組
合
員
さ
ん
が
ご

一
緒
に
４
名
の
登
録
、

「
動
く
分
科
会
」
を
ご
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

                
 
 

大
阪
原
水
協
は
、
世
界
大

会
ま
で
当
初
、
５
０
万
筆
の

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
各
団
体
・
地
域
の
皆

さ
ん
の
取
り
組
み
の
結
果
、

６
月
の
常
任
理
事
会
で
目

標
を
６
０
万
筆
に
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
各
加
盟
組
織
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
世
界
大
会
の
代

表
派
遣
の
取
り
組
み
と
あ

わ
せ
て
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
の
取
り
組
み
の
強

化
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                

                                            

ガンバッテいます代表派遣 

米朝会談を報じるマスコミ記事 

みんなの力で 2018年原水爆禁止 

世界大会をの成功させよう！ 

広島大会に全国１万人 大阪 500人目標！ 

 

2018年原水爆禁止世界大会参加申し込み締切 

□7月１９日（木）・２０日（金）午後６時まで 

□参加申し込み書はホームページからダウンロード or 

 原水協事務局に申し出てください。ＦＡＸで送付しま

す。 ℡06-6765-2552 FAX06-6765-2837 

 

 

世界大会までに「ヒバクシャ国際署名」 

目標 

60万筆 

 

【当面の取り組み】 

□７・２２「北東アジア

の平和のために」（右

チラシ参照） 

□大阪憲法会議総会 

（18:30 グリーン会館） 

□「海外代表と語ろうピ

ースインおおさか」 

 8月 1日午後 2時～4時 

 たかつガーデン２F 

※当日、会場で原水爆禁

止 2018 年世界大会の参

加券（開会総会・閉会総

会）、新幹線切符、宿泊ホ

テルなどの必要資料をお

渡しします。 

海外代表との交流とあわ

せて各団体・地域・個人

の方々はご参加くださ

い。 

 


